
紀の国わかやま国体競技別リハーサル大会
２０１４年度　　 全日本社会人ホッケー選手権大会

日　時　　7月19日（土）〜 23日（水）
　　　　　9時〜 16時15分
　　　　　※但し、23日は12時30分終了
場　所　　紀美野町スポーツ公園
　　　　　（多目的人工芝グラウンド）

今月の主な内容 今月の表紙
７月19日(土)から23日(水)まで、来年開催さ

れます紀の国わかやま国体の競技別リハーサル
大会として、２０１４年度全日本社会人ホッ
ケー選手権大会が町スポーツ公園で開かれます。
応援よろしくお願いします。（写真：今年５月
に開かれた関西社会人リーグより/マツゲンス
ポーツグラウンド・日高町）【２面に関連記事】
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～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
～
７
月
31
日

 

～
み
ん
な　
そ
ろ
っ
て　
す
こ
や
か
に
～

　
　
　
“
明
る
く
・
正
し
く
・
た
く
ま
し
く
”

第
50
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
～
８
月
31
日

◎
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

力
を
あ
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
、
法
務
省
主
唱
の
全
国
的
な

運
動
で
す
。

◎
紀
美
野
町
で
は
、
７
月
１
日

（
火
）
に
保
護
司
会
・
更
生
保

護
女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体

へ
の
呼
び
か
け
や
街
頭
で
の
啓

発
を
実
施
し
ま
す
。

◎
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
非
行
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り

の
推
進

◎
万
引
き
・
自
転
車
盗
、
い
じ
め

・
暴
力
行
為
、
飲
酒
・
喫
煙
・

深
夜
徘
徊
等
の
不
良
行
為
、
薬

物
乱
用
、
並
び
に
、
暴
走
行
為

等
の
防
止

◎
有
害
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯

サ
イ
ト
情
報
等
有
害
環
境
の
浄

化
⑵
犯
罪
被
害
及
び
各
種
事
故
の
防

止
◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
促
進

◎
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
水
の
事

紀
美
野
町
保
護
司
会

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

海
南
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
会

紀
美
野
町

故
及
び
交
通
事
故
の
防
止

⑶
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
づ

く
り

※
こ
の
運
動
は
和
歌
山
県
が
主
唱

す
る
県
民
運
動
で
す
。“
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
”
と
連
携

し
な
が
ら
展
開
し
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員

会

日本社会人ホッケーの最高峰の大会「全日本社会人ホッケー
選手権大会」が、紀の国わかやま国体競技別リハーサル大会と
して、７月 19 日（土）から、紀美野町で開催されます。町民の
皆さんの応援をよろしくお願いいたします。

大会には、小澤浩平選手（紀美野町職員）や、坂本博紀選手（県
体育指導員）並びに、田中健太選手（県体育指導員）が所属し
ている、「箕島ホッケークラブ」が出場します。　がんばれ！

紀の国わかやま国体競技別リハーサル大会

（第 70 回国民体育大会ホッケー競技リハーサル大会）
2014 年度 　全日本社会人ホッケー選手権大会
■日時　７月１９日（土）～２３日（水）
　　　　　　９時～１６時１５分
　　　　　※但し、２３日は１２時３０分終了
■場所　紀美野町スポーツ公園多目的人工芝グラウンド

※出場チーム　成年男女４０チーム

オリンピック出場選手
　　　さくらジャパンも来るよ！応援してね！

注目
!

昨年の街頭啓発より
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平
成
26
年
和
歌
山
県
知
事
表
彰
の
表
彰
式
が
６
月
２
日
和
歌
山
市

で
あ
り
、
本
町
か
ら
舟
底
敬
修
氏
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

き
み

の
定
住
を
支
援
す
る
会
（
理
事
長 

平
井
二
嗣 

氏
）
が
仁
坂
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

県
知
事
表
彰

地
域
お
こ
し 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

（
理
事
長 

平
井
二
嗣 

氏
）

保
健
福
祉 

舟
底
敬
修 

氏
（
小
畑
）

舟
底
氏
は
和
歌
山
県
放
射
線
技

師
会
役
員
と
し
て
、
組
織
の
運
営

や
そ
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
進
歩
す
る
放
射
線
医
用
画
像

に
対
応
す
る
な
ど
、
会
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
の
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
放
射
線
展
、
講
演
会
等
を

開
催
し
、
開
催
自
治
会
等
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
医

療
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

５
月
24
日
（
土
）、
今
回
で
７

回
目
と
な
る
紀
美
野
町
産
山
椒
の

消
費
拡
大
・
販
売
促
進
と
紀
美
野

町
の
情
報
発
信
の
一
環
行
事
を
京

都
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
京
印　

京
都
南
部
青

果
株
式
会
社
に
立
ち
寄
り
、
紀
美

野
町
の
山
椒
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
市
場

の
状
況
等
伺
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
例
年
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
城
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
山

田
屋
（
久
津
川
店
）
に
て
、
生
山

椒
の
店
頭
販
売
を
町
長
、
町
職
員

及
び
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
関
係
者
で
行

い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、「
ち
り
め
ん
山
椒
」

な
ど
郷
土
料
理
に
生
山
椒
を
使

用
す
る
こ
と
が
多
く
、
当
日
も

多
く
の
皆
様
方
に
、

１
０
０
ｇ
、
２
０
０

ｇ
の
パ
ッ
ク
入
り
と

５
０
０
ｇ
の
箱
入
り

の
旬
の
生
山
椒
を

買
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
日
を
待
ち
か

ね
て
い
る
人
も
多

く
、
よ
う
や
く
定
着

し
て
き
た
よ
う
で

す
。当

日
は
、
地
元
新

聞
社
も
取
材
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

６
月
12
日
、
元
紀
美
野
町
区
長

会
長
の
根
來  

平
氏
（
下
佐
々
）

と
若
林
惇
夫
氏
（
動
木
）
に
寺
本

町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

根
來
氏
は
、
平
成
18
年
１
月
か

ら
今
年
３
月
ま
で
約
８
年
間
に
わ

た
り
、
区
長
会
長
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、
多
く
の
団
体
の
役
員
も
歴
任

さ
れ
る
な
ど
、
町
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
野
上
町

下
佐
々
区
長
、
同
じ
く
平
成
17
年

４
月
か
ら
旧
野
上
町
区
長
会
長
も

務
め
ら
ま
し
た
。

若
林
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
役
場
や
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
周

辺
の
草
刈
り
や
垣
根
の
剪
定
な
ど

環
境
美
化
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と

も
に
、
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

来
場
者
へ
の
み
か
ん
の
無
料
提
供

や
小
学
生
の
農
業
体
験
な
ど
に
も

協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
は

平
成
18
年
発
足
以
来
、
紀
美
野
町

へ
の
移
住
・
定
住
希
望
者
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
山
里
の
暮
ら
し

の
紹
介
や
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
町
と
協
働
し
な
が
ら
土
地
・

空
き
地
等
の
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
を

行
い
、
現
在
ま
で
に
45
世
帯
89
人

の
方
々
が
紀
美
野
町
に
定
住
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生山椒を店頭販売する寺本町長とスーパー山田屋社長
【スーパー山田屋・久津川店（京都府城陽市）】

写真：左から寺本町長、根來氏、若林氏

町
長
感
謝
状
を
贈
呈
!!

根
來 

平
氏
と
若
林
惇
夫
氏
に

　
寺
本
町
長

　
　
　

町
産
「
生
山さ

ん
し
ょ
う椒
」
を
Ｐ
Ｒ
!!

京
都
：
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
に
て　
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合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
住
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
の

い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま
す
。）

そ
の
他
、
内
容
等
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
左
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

４
８
９
‐
５
９
０
３

　

住
民
室　

４
９
５
‐
３
４
６
４

＊
受
給
要
件
と
し
て
所
得
の
確
認

が
必
要
な
た
め
、
所
得
申
告
を

し
て
い
な
い
人
は
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
該

当
さ
れ
て
い
る
方
は
未
就
学
児

の
み
手
続
き
が
必
要
で
す
。

＊
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

は
手
続
き
が
不
要
で
す
の
で
、

７
月
下
旬
に
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
医
療
助
成
係

　
　

４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　
　

４
９
５
‐
３
４
６
４

平
成
26
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
保
険
証
（
被
保
険

者
証
）
を
更
新
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
『
う
す
い
緑

色
』
で
す
。
７
月
中
に
【
簡
易
書

留
郵
便
】
に
て
郵
送
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す
い
緑

色
』
の
保
険
証
は
７
月
１
日
か
ら

有
効
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
手
元
に
届
き
次
第
ご
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
現
在
お
持

ち
の
保
険
証
「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ

色
」
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
の
保

険
証
は
、
平
成
26
年
８
月
１
日
以

降
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。）

○
被
保
険
者
様
が
お
持
ち
の
保
険

証
「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
に

つ
い
て

新
し
い
保
険
証『
う
す
い
緑
色
』

が
被
保
険
者
様
の
お
手
元
に
届
き

次
第
、「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」

の
保
険
証
は
、
各
市
町
村
担
当
窓

口
に
お
越
し
の
際
に
ご
返
却
い
た

だ
く
か
、
ご
自
分
で
細
か
く
裁
断

す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・
氏
名
な

ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十

分
ご
注
意
の
上
、
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
26
年
度
住
民
税
の
課
税
所

得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
割

平
成
26
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
、
７
月
初
旬
に
対

象
者
（
又
は
保
護
者
）
の
方
に
更

新
の
通
知
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。申

請
書
の
提
出
と
引
き
換
え
に

新
し
い
期
限
の
受
給
者
証
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
旧
野
上
区
域
の

方
は
本
庁
住
民
課
・
旧
美
里
区
域

の
方
は
美
里
支
所
住
民
室
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国保野上厚生総合病院だより　　　 　　  （医師紹介⑱）

外科　内視鏡室　医長　岩
いわ

倉
くら

　伸
しん

次
じ

はじめまして、４月から御世話になっ
ている外科の岩倉伸次です。
国保野上厚生総合病院に御世話になる
前は、公立那賀病院で７年間、橋本市民
病院で８年間急性期医療を行ってきました。専門領域は消化器外
科、内視鏡診療、内視鏡治療、外科感染症などです。また抗がん
剤の使用経験も多く、大腸がんや胃がんに対する抗がん剤治療を
数多く行ってきました。手術に関しても低侵襲な腹腔鏡下手術も
開腹手術とほぼ遜色なく行うこともできます。
趣味は色々ありますが、まず体型に似合わずマラソンが好きで、
昨年は大阪マラソン、神戸マラソンに出場しなんとか完走しまし
た。今年も夏に走りこんで、秋のマラソンレースに備えたいと思
います。また、阪神タイガースの大ファンで、甲子園球場には年
に数回観戦に出かけています。料理好きなので、休日には娘と一
緒にレシピ本を見ながら色々作るのが楽しみです。自分でいうの
もなんですが、気さくな人間ですので気軽に声をかけて下さい。
宜しくお願いします。

紀の国被害者支援センターからのお知らせ

犯罪の被害に遭うと、様々な痛手を抱えることになります

ひとりで悩まないで　話すことから始めませんか
まずは お電話ください

毎週月曜～金曜（1０時から１６時まで）

電話相談　０７３－４２７－１０００
相談無料 ・ 秘密厳守

毎週土曜日（１３時から１６時まで） ※日曜、祭日、年末年始は休み

和歌山県公安委員会指定　犯罪被害者等早期支援団体
公益社団法人　　紀の国被害者支援センター
事務局 ： 電話／FAX　０７３－４２７－２１００

紀の国被害者支援センター 検索

事件や交通事故等に
遭ってしまった

家族や周りの人が
被害を受けた

大きなショックを
受けた

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
■日時　８月３日（日）８時30分～ 10時
■場所　総合福祉センター　３階
※フッ素塗布の対象の方には個別通知い

たします。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも

受けていただけます。
皆さんぜひお越しください

■問い合わせ　保健福祉課　℡ 489-9960

医
療
費
助
成
制
度（
子
ど
も･

ひ
と
り
親
家
庭
・
重
度
心
身

障
害
児
（
者
）
・
老
人
）
受

給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
の
色
が

「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
か
ら
『
う
す
い
緑
色
』
に
変
わ
り
ま
す
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５
月
17
日
、「
わ
か
や
ま
田
舎

暮
ら
し
現
地
体
験
会
ツ
ア
ー
」が

紀
美
野
町
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ツ
ア
ー
は
、
本
年
度
か
ら
県
が

新
た
に
企
画
し
た
も
の
で
、
第
１

回
目
の
開
催
地
と
な
っ
た
紀
美
野

町
に
は
、
他
府
県
か
ら
21
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
生
活
体
験
施
設「
木

市
」に
集
ま
り
、
周
辺
で
山
菜
採

り
を
体
験
し
、
昼
食
に
そ
の
山
菜

を
使
用
し
た
天
ぷ
ら
と
ピ
ザ
を
作

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
緑
花
木
栽

５
月
25
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
ラ
ジ
オ
体
操
＆
紀
州
っ
子
か

が
や
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
、
町
民
ら
約
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
が
健
康

増
進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

を
目
的
に
、
県
内
17
カ
所
で
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
健
康
運
動
指
導
士
の

田
村
朋
子
先
生
の
指
導
に
よ
る
ラ

ジ
オ
体
操
、
続
い
て
音
楽
に
あ
わ

せ
て
踊
る「
紀
州
っ
子
か
が
や
き

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」で
快
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
２
０
１
２

年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操

で
田
中
佑
展
選
手（
和
歌
山
市
）が

獲
得
し
た
銀
メ
ダ
ル
が
展
示
さ

れ
、
皆
さ
ん
実
際
手
に
取
っ
て
メ

ダ
ル
の
感
触
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
正
し
い
体

操
の
仕
方
が
学
べ
ま
し
た
。」、「

ラ
ジ
オ
体
操
で
運
動
不
足
を
解
消

し
た
い
。」な
ど
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

培
を
行
っ
て
い
る
先
輩
移
住
者
の

畑
を
見
学
し
、
ご
自
身
の
体
験
談

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
20
日
に
紀
美
野
町
で
２
回

目
の
現
地
体
験
会
ツ
ア
ー
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ツ
ア
ー
が
紀
美

野
町
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
月
18
日
、
町
民
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
紀
美
野

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
提
唱

し
、
毎
年
５
月
と
10
月
の
第
３
日

曜
日
に
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
当
日
は
各
地
域
で

早
朝
よ
り
多
く
の
方
々
が
道
路
脇

や
側
溝
の
清
掃
、
捨
て
ら
れ
た
ご

み
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、

大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一

環
と
し
て
、
町
よ
り
ベ
ゴ
ニ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ

カ
の
花
の
苗（
約
７
千
本
）が
各
地

区
や
学
校
、公
共
施
設
に
配
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
美
し
い
ま

ち
を
め
ざ
し
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　

ま
ち
を
き
れ
い
に

町
民
一
斉
清
掃
を
実
施

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

ラ
ジ
オ
体
操
で

健
康
づ
く
り
!!

夏の節電にご協力をお願いします。
この夏の需給見通しにつきましては、平成２５年度並みの猛暑

を想定した場合でも、引き続き、無理なく継続してご協力を賜る
ことが期待できる節電（定着した節電）を織り込むことや、中西日
本に加えて東日本の電力会社からの応援融通等により、予備率は、
電力の供給に最低限必要とされている３％を辛うじて確保できる
見通しです。

しかしながら、発電所のトラブルなど、不測の事態により、電
力需給が逼

ひっぱく

迫することも考えられます。
電力需給の逼迫が予想される場合には、お客さまの健康に影響

を与えない範囲、ライフライン機能等の維持や生産活動に支障の
ない範囲で、可能な限りの節電にご協力いただきますよう、重ね
てお願い申し上げます。

～　節電に関するお問い合わせ先
　　　　　　　（関西電力：節電お問い合わせ専用ダイヤル）～
【電話番号】0800-123-0171（通話料無料）
【受付時間】平日 9:00 ～ 17:00（7 月 1 日より開設、土日祝およ

　　　　　　　び 8 月 13 日～ 15 日は除く）
※お電話がつながりにくい場合がございますので、あらかじめご了承ください。
※一部の IP 電話からは、ご利用いただけない場合がございます。

道路脇を清掃する住民の皆さん
（下佐々地区）

指導を受けながらラジオ体操する参加者たち

田
中
佑
展
選
手
が
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
体
操
で
獲
得
し
た
銀
メ
ダ
ル
の
感
触

を
味
わ
う
参
加
者
。
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平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：7 月 14 日（月）・２8 日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：7 月　1 日（火）・１5 日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：7 月　2 日（水）・１6 日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：7 月　9 日（水）・２3 日（水）　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　7 月　9 日（水）9 時 30 分〜 11 時 30 分　子育て支援センター（どろんこ遊び）
○カンガルー　　7 月２3 日（水）9 時 30 分〜 11 時　　　　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月曜日〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 7 月 14 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 7 月 28 日（月）は栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 7 月 10 日・24 日（第 2・4 木曜日）（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 7 月 10 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせと栄養士による栄養相談

【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。
　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　　　　　※ 7 月から、自然体験世代交流センターから文化センターに場所が変更になります。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）

7 月 14 日（月）　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分
7 月 28 日（月）　　　　　　　（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせ
します。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（※一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

7 月　9 日（水）　　　9 時〜
7 月 23 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

7 月 14 日（月）　　10 時 30 分〜 11 時 30 分7 月２8 日（月）
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕  平日（8時30分～17時15分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）℡４８９－２４３０

〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（7月の日程）
■場所：総合福祉センター
■とき：毎週水曜日　２日、９日、16日、23日、30日
■時間：９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後の
よりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じま
すので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

熱中症に注意しましょう！
こんな日は熱中症に注意！
☆気温が高い　　☆急に暑くなった
☆湿度が高い　　☆風が弱い

【熱中症が疑われる人を見かけたら】
☆涼しい場所へ避難させる（エアコンの効いている室

内、風通しの良い日陰）
☆衣服をゆるめ、からだを冷やす（特に首の回り・脇

の下・足の付け根）
☆水分・塩分・経口補水液※などを補給する

（※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの）
自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急
車を呼びましょう！

≪熱中症の予防法≫
◎こまめに水分と塩分の補給をしましょう。
◎扇風機やエアコンなどを上手に利用しましょう。
◎風通しの良い涼しい服装を選びましょう。
◎日陰を利用し、こまめに休憩をとりましょう。
◎こまめに体温測定をしましょう。
　（特に高齢者、子どもなど）

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

介
護
予
防
実
践
レ
ポ
ー
ト

No.3

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
！

誰
し
も
が
願
い
、
自
分
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
歯
科
衛
生
士
か
ら
の
お
話
で
す
。

～
死
因
の
第
３
位
に
な
っ
た
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
～

誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
と
は
、
本
来
空
気
が
通
る
気
管
に
、

食
べ
物
や
唾
液
と
一
緒
に
口
の
中
の
ば
い
菌
が
入

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
肺
炎
で
す
。

こ
れ
を
予
防
す
る
に
は
、
お
口
の
中
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

①
寝
る
前
に
丁
寧
な
歯
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
歯
と
歯
の
隙
間
に
は
糸
よ
う
じ
や
歯
間
ブ
ラ
シ

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

部
分
入
れ
歯
は
、
ば
ね
の
か
か
っ
て
い
る
歯
に

汚
れ
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
丁
寧
に
磨
き
ま
し

ょ
う
。

③
入
れ
歯
は
毎
食
後
洗
い
ま
し
ょ
う
。

④
口
や
口
の
周
り
の
筋
力
を
鍛
え
、
飲
み
込
み
や

す
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
は
、
汚
れ
を
と
る
だ
け
で
な

く
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
も
効
果
的
で
す
。

・
パ
タ
カ
ラ
の
発
声
練
習

　

パ
ッ
パ
ッ
パ
ッ
パ
ッ
パ
ッ

　

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

　

カ
ッ
カ
ッ
カ
ッ
カ
ッ
カ
ッ

　

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

　

と
５
回
ず
つ
大
き
い
声
で
発
声
し
ま
し
ょ
う
。

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

7 月   1 日（火）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時

総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

7 月 16 日（水）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時

総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９

がん検診の受診促進・がんの早期発見を目的として、対
象者の方に「大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診無料クー
ポン券」を送付しております。このクーポン券をきっかけ
にぜひがん検診を受診しましょう。

有効期間は平成26年７月１日～平成27年３月31日です。

◆クーポン券送付対象者
平成26年４月20日現在で紀美野町に住所を有する下
記の年齢の方

★子宮頸がん検診（女性のみ）
20歳 Ｈ５年4月2日～Ｈ６年4月1日生まれ

★乳がん検診（女性のみ）
40歳 Ｓ48年4月2日～Ｓ49年4月1日生まれ

★大腸がん検診（男女）
40歳 Ｓ48年4月2日～Ｓ49年4月1日生まれ
45歳 Ｓ43年4月2日～Ｓ44年4月1日生まれ
50歳 Ｓ38年4月2日～Ｓ39年4月1日生まれ
55歳 Ｓ33年4月2日～Ｓ34年4月1日生まれ
60歳 Ｓ28年4月2日～Ｓ29年4月1日生まれ
クーポン券は集団健診・個別検診（医療機関）でもお

使いいただけます。
くわしくは送付しました案内をご覧ください。

◆備考
　今年４月以降、クーポン券の到着までに検診を受
診された対象者で、自己負担金（５００円）をお支払
いただいた方には還付させていただきます。手続き
にはクーポン券と医療機関が発行した領収書が必要
になります。大切に保管ください。

 
大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診　無料クーポン券について

～年に一度（乳がん・子宮がんは２年に一度）はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～
【集団健診日程】			   お申し込みは保健福祉課（℡489-9960)まで！				  

日　　　程 場　　所 申し込み締め切り 国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診

肝炎ウイルス
検診 歯科健診

8月  3日（日）：8時～受付 総合福祉センター 7月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月17日（日）：8時～受付 長谷毛原診療所　 8月  7日 ○ ○ ○ ○ ○

＊乳がん・子宮頸がん検診につきましては、定員（４０名）になり次第、受付を締め切らせていただきます。ご了承ください。
詳しくは、７月の回覧をご覧ください。
他の集団健診日程・医療機関健診については、４月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧ください。
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【
主
な
変
更
点
】

■
路
線
延
長

【
小
川
線
】

○
「
く
す
の
き
公
園
」
か
ら
「
海

南
鋼
管
団
地
（
河
南
集
会
所
）」

ま
で
路
線
を
延
長
し
ま
す
。

【
三
尾
川
・
上
ケ
井
・
箕
六
線
】

○
野
中
か
ら
満
福
寺
を
経
由
し
、

美
里
郵
便
局
付
近
ま
で
路
線
を

延
長
し
ま
す
。

■
新
規
バ
ス
停
の
設
置

【
小
川
線
】

○
下
佐
々
地
内（
海
南
鋼
管
団
地
）

に
「
海
南
鋼
管
団
地
集
会
所
」

を
設
置
し
ま
す
。

【
三
尾
川
・
上
ケ
井
・
箕
六
線
】

○
神
野
市
場
地
内
に
「
満
福
寺
」

及
び「
女
郎
池
」を
設
置
し
ま
す
。

■
減
便

【
国
木
原
・
長
谷
線
】

○
午
後
の
１
往
復
を
廃
止
し
ま
す
。

■
バ
ス
停
名
称
の
変
更

【
小
川
線
】

○
「
野
上
小
学
校
」
を
「
龍
光
寺

前
」
に
変
更
し
ま
す
。

【
三
尾
川
・
上
ケ
井
・
箕
六
線
、

高
野
線
、
真
国
・
志
賀
野
線
】

○
「
野
上
農
協
前
」
を
「
野
上
小

学
校
前
」
に
変
更
し
ま
す
。

■
町
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
町

税
は
自
主
的
に
、
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納

税
し
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま

す
。
滞
納
に
な
る
と
、
ま
ず
督
促

状
に
よ
り
納
税
を
促
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
滞
納
し
た
場
合
、
納
期

限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
本
来
納
め
る
べ
き

税
額
の
ほ
か
に
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
滞
納
を
放
置
す
る
と
滞
納
処
分

の
対
象
と
な
り
ま
す

町
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納

期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
人
と
の
公

平
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
納
期

限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
多
く
の
人
々
の
立
場
か
ら
、
公

正
・
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

督
促
や
催
告
に
よ
り
納
付
を
促
し

て
も
納
付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
財
産

の
差
し
押
さ
え
を
し
ま
す
。

■
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
の
活

動県
内
の
全
市
町
村
が
参
加
し
、

■
ダ
イ
ヤ
改
正

【
小
川
線
】

○
「
登
山
口
」
発
７
：
30
→

７
：
25
、「
厚
生
病
院
」
発

11
：
35
→
11
：
30
、
13
：

30
→
13
：
23
（
水
曜
日
の
み
運

行
）、
15
：
20
→
15
：
16
に
改

正
、「
飯
盛
峠
」
発
８
：
07
→
８
：

02
、
12
：
32
→
12
：
28
、
14
：

27
→
14
：
21
（
水
曜
日
の
み
運

行
）、
16
：
17
→
16
：
14

【
三
尾
川
・
上
ケ
井
・
箕
六
線
】

○
「
後
畑
」
発
７
：
45
→
７
：
40

に
改
正

【
国
木
原
・
長
谷
線
】

○
「
厚
生
病
院
」
発
11
：

40
→
12
：
10
に
改
正
、
15
：
00

廃
止
、「
ふ
れ
あ
い
公
園
」
発

12
：
20
→
12
：
50
に
改
正（
終
点
：

厚
生
病
院
→
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
前
）、
15
：
40
廃
止

【
高
野
線
】

○
「
厚
生
病
院
」
発
11
：

30
→
11
：
35
、「
谷
口
」
発

13
：
35
→
13
：
40
に
改
正

※
永
谷
線
に
お
け
る
改
正
事
項
は

あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
今
月
末
配
布
の
運

行
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

℡
４
８
９
‐
２
４
３
０

設
立
さ
れ
た
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
で
は
、
市
町
村
か
ら
滞
納
事

案
の
移
管
を
受
け
、
徹
底
し
た
財

産
調
査
及
び
差
押
え
な
ど
厳
正
な

滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
積
極
的
に
機
構
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
５

国民年金保険料免除等の申請について
保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生する

と、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納

付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」
がありますので、住民登録をしている市区役所または町村役場の国民年金担当窓口
で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

平成26年度の免除等の受付は平成26年7月1日から開始され、平成26年7月分から平
成27年6月分までの期間を対象として審査をおこないます。

また、今年4月から法律が改正されて、2年1カ月前の月分まで遡及して免除申請を
することができます。失業等により保険料を納付することが経済的に困難になった
ものの、申請を忘れていたために未納期間を有している方等は、一度、役場の国民
年金窓口または年金事務所へご相談ください。

　　■問い合わせ　　住民課　　　　　℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　　　　美里支所住民室　℡ ４９５－３４６４
　　　　　　　　　　和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ４４７－１６６０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ふ
れ
あ
い
号
）

平
成
26
年
８
月
１
日（
金
）か
ら

運
行
経
路・ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
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地
籍
調
査
課
か
ら
のお

知
ら
せ

平
成
26
年
度
地
籍
調
査
事
業
は
、

田
（
奥
出
・
中
畑
）
田
（
北
原
・

川
向
・
日
浦
）
谷
（
谷
垣
内
・
中

尾
）
中
（
今
井
田
・
夢
山
・
林
家

飛
地
）
の
４
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
に
あ
た
り
個
人
所
有
地
内
に

職
員
等
関
係
者
が
立
ち
入
り
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
ご
理
解
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
籍
調
査
課
か
ら
の　
　
　

　
　
　
　
　
　

お
願
い
!!

紀
美
野
町
で
は
昭
和
56
年
度
よ

り
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
お
り
約

74
・
５
%
が
完
了
し
、
未
調
査
地

区
は
上
神
野
・
国
吉
・
長
谷
毛
原

の
一
部
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
毎

年
調
査
地
区
を
決
め
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
す
が
、
高
齢
化
に
伴
い

現
地
に
行
け
な
い
方
や
後
継
者
が

所
有
土
地
を
全
く
知
ら
な
い
等
に

よ
り
、
調
査
が
難
航
し
『
筆
界
未

定
』
と
な
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
町
全
域
の
地
籍
調
査
完
了

ま
で
は
か
な
り
の
年
数
を
要
す
る

見
込
み
で
す
の
で
、
地
籍
調
査
を

待
た
ず
に
土
地
境
界
等
を
後
継
者

等
に
引
き
継
ぎ
、
境
界
の
仮
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

地
籍
調
査
課

　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
１

　
（
直
通
）
ま
で
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

つ
い
て

左
記
に
よ
り
町
営
住
宅
入
居
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
に
際

し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
役
場

本
庁
（
企
画
管
財
課
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
募
集
期
間
：
平
成
26
年
７
月
１

日
（
火
）
～
15
日
（
火
）
17
時

（
必
着
）

◎
吉
見
団
地
２
３
２
号
（
紀
美
野

町
下
佐
々
１
８
１
３
番
地
１
）

★
入
居
資
格

⑴
単
身
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

者
は
親
族
で
あ
る
こ
と
。

⑵
世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額
が

１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
。

　
　
（
裁
量
世
帯
に
つ
い
て
は
２

１
４
，
０
０
０
円
以
下
）

⑶
現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
方
。

⑷
申
込
時
ま
で
の
住
民
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑸
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力
が

あ
る
こ
と
。

⑹
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
管
財
課　

公
営
住
宅
係

　

℡
４
８
９
‐
５
９
１
３

と
っ
て
も
お
得
！

「
き
み
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

予
約
購
入
の
ご
案
内

●
予
約
申
込
期
間

　

平
成
26
年
７
月
11
日
（
金
）
ま
で

★
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
１
口

（
千
円
×
11
枚
綴
り
）
を
１
万

円
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

★
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

【
販
売
期
間
】

平
成
26
年
７
月
14
日
（
月
）

～
７
月
22
日
（
火
）

【
申
込
限
度
額
】

お
一
人
に
つ
き
、
10
口
（
10
万

円
分
）
ま
で

◎
「
予
約
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
も
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

紀
美
野
町
商
工
会

〒
６
４
０
‐
１
１
３
１　

紀
美
野
町
動
木
１
３
８
８
‐
１

℡
４
８
９
‐
３
２
６
０

FAX
４
８
９
‐
５
６
２
７

紀
美
野
町
商
工
会
美
里
支
所

〒
６
４
０
‐
１
２
４
３　

紀
美
野
町
神
野
市
場
２
３
０
‐
３

℡
４
９
５
‐
２
１
８
８

FAX
４
９
５
‐
３
２
０
２

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を

検
討
し
て
い
る
方
に
、
左
記
の

コ
ー
ス
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
航
空
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
大
学
校
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子

《
自
衛
隊
説
明
会
の
ご
案
内
》

■
日
時　

７
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

　
（
説
明
時
間
は
１
人
15
分
～
30
分
） 

■
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館

１
階（
紀
美
野
町
動
木
２
８
８
‐
４
）

■
対
象
者　

15
歳
以
上
の
人

　
（
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部   

　

有
田
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　

℡
０
７
０
‐
６
５
８
９
‐
０
３
２
６

世界肝炎デー in 和歌山 2014

県民公開講座
「最適なC型肝炎治療が受けられるように」

■日時　平成26年7月27日（日）14時～ 17時
　　　　14時～ 16時　講演（開場13時）
　　　　16時～ 17時　健康相談Q＆A
■場所　和歌山県立医科大学内　講堂 （入場料無料）
■開会の挨拶　和歌山県立医科大学 消化器内科　  
　　　　　　　　玉井 秀幸（13時30分～ 13時35分）
■講演
１．肝がんは予防できる
　和歌山県立医科大学　消化器内科　森　良幸
２．画期的なＣ型肝炎治療　
　和歌山県立医科大学　消化器内科　新垣　直樹
３．肝臓がん検診を受けましょう
　和歌山県立医科大学　消化器内科　玉井　秀幸
４．安心して最新治療を受けるには

和歌山県立医科大学付属病院　肝疾患相談支援
センター　看護師　魚海　明美　

■健康相談Q＆A（16時～ 16時55分）
　司会：和歌山県立医科大学 消化器内科
　　　　　　　　　　　　　　　　　玉井　秀幸
■共催　和歌山県、和歌山県立医科大学肝疾患相
　　　　談支援センター
■後援　和歌山市医師会、和歌山県医師会　
■問い合わせ　和歌山県立医科大学
　　　　　　　肝疾患相談支援センター　
　TEL　073－441－0850 （直通）（平日9時～ 16時）
　FAX　073－441－0851
　E-mai　：kansien@wakayama－med.ac.jp
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
種
目　

１
０
０
ｍ
・

１
０
０
０
ｍ
・
２
０
０
０
ｍ
・

３
０
０
０
ｍ
・
５
０
０
０
ｍ

※
複
数
の
種
目
に
参
加
で
き
ま

す
。

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
FAX
４
８
９
‐
５
４
０
０
）

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

　
（
当
日
支
払
い
）

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

　
（
態
度
決
定
午
後
４
時
）

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会
と
同
時
開

催
で
、
ホ
ッ
ケ
ー
体
験
教
室
を
行

い
ま
す
。

■
時
間　

各
日
19
時
～

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
申
し
込
み　

不
要

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会

が
中
止
に
な
っ
た
場
合
、
体
験

教
室
も
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会　
　
　
　
　

【
同
時
開
催
】ホ
ッ
ケ
ー
体
験
教
室　
　
　
　
　

８
月
１
日
（
金
）
９
月
５
日
（
金
）
各
日
19
時
30
分
～

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
運
動
広
場

移
動
じ
ど
う
か
ん　
　
　

「
縁
日
」
が
や
っ
て
く
る
よ

■
日
時　

７
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
コ
ー
ナ
ー

【
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
】

　
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
皆
さ
ん

【
紙
ひ
も
工
芸
】

　

講
師
：
新
和
歌
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

　

皆
さ
ん

（
材
料
代

２
０
０
円
）

【
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
】

（
無
料
）

【
か
き
氷
】（
無
料
）

【
黒
糖
わ
ら
び
も
ち
】（
無
料
）

※
紙
ひ
も
工
芸
の
申
し
込
み
は

７
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

「
第　

回
町
民
大
学
講
座
」

「
紀
美
野
町
人
権
研
修
会
」

気
象
予
報
士
と
し
て
、

　
　
　
　

い
ま
思
う
こ
と

～
人
権
、
震
災
、
そ
し
て
未
来
～

■
講
師　

正
木　

明 

氏　

　
（
気
象
予
報
士
・
防
災
士
）

■
日
時　

７
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

第
８
回
「
あ
な
た
に
と
ど

け
、
こ
の
気
持
ち
」

～
写
真
＆
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集
～

　
■
テ
ー
マ

　
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
」

■
応
募
期
間　

７
月
10
日
（
木
）

　

～
９
月
10
日
（
水
）

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
ま
た
は

県
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

■
問
い
合
わ
せ　

海
草
地
方
人
権
尊
重
の
社
会
づ

く
り
推
進
連
絡
協
議
会

（
℡
４
４
１
‐
３
３
５
３
）　

■
そ
の
他　

応
募
方
法
の
詳
細

は
、
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
ま
た

は
、
各
公
民
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
及
び
児
童
館

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
真
国
の
夏
～

■
日
時　

７
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

16
時
～
19
時

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
（
和
歌
山
県
海
草
郡
紀

美
野
町
真
国
宮
56
）

■
内
容　

生
徒
に
よ
る
発
表

（
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
・
バ
ン
ド
演
奏
）・
出
店（
軽

食
＆
ド
リ
ン
ク
）・
バ
ザ
ー

■
入
場　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

り
ら
創
造
芸
術

高
等
専
修
学
校

（
℡
４
９
７
‐
９
１
１
１
）

31

応募者全員に、
紀の国わかやま国
体「きいちゃん」ポ
ケット付きタオル
をプレゼント！
抽選で５名様に、
海南市特産品が当
たります!!
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移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム《
テ
ニ
ス
体
験
教
室
》　
　
　
　
　

■
日
時　

７
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　

８
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
対
象　

町
内
小
学
３
年
生

　

以
上
15
名
程
度

■
申
し
込
み　

そ
れ
ぞ
れ
３
日
前

ま
で
に
中
央
公
民
館
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

「
ほ
た
る
」
の

夏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ほ
た

る
」
の
皆
さ
ん
が
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
紀
美
野
町
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
お
友
達

を
誘
っ
て
み
ん
な
で
参
加
し
て
ね
。

■
日
時　

８
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

工
作
（
紙
皿
を
作
っ
て

回
し
て
み
よ
う
）
及
び
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

■
参
加
費　

材
料
代
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
集
金
）

■
対
象　

町
内
の
小
学
生

■
申
し
込
み　

７
月
28
日
（
月
）

ま
で
に
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　
　
　

　
　
　
（
中
央
公
民
館
２
階
）

た
だ
い
ま
日
本
画「
花
み
ず
き
」

の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
実
物
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

２
日　

七
夕
か
ざ
り

９
日　

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
よ
う

16
日　

お
は
な
し
会

23
日　

タ
オ
ル
人
形
つ
く
り

30
日　

テ
ニ
ス
体
験
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日　

七
夕
に
ち
な
ん
で
星
の

お
話

９
日　

お
は
な
し
会

16
日　

竹
馬
・
フ
ラ
フ
ー
プ
で

あ
そ
ぼ
う

23
日　

カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う　

30
日　

折
紙
を
し
よ
う

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

今
年
も
中
央
公
民
館
及
び
文
化

セ
ン
タ
ー
に
七
夕
飾
り
を
用
意
し

ま
し
た
。
７
月
７
日
（
月
）
ま
で

設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
願

い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に
た
く
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成　

年
度　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
役
員

及
び
地
区
委
員
さ
ん
の
紹
介

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊

か
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
各

団
体
選
出
委
員
さ
ん
に
つ
い
て
は

未
掲
載
で
す
。）

※
【
】
は
役
職
又
は
地
区
名
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
会　

長
】
森
下
誠

【
副
会
長
】
柳
瀬
フ
ヂ･

岡
省
三

【
監　

事
】
河
本
幸
生

【
下
佐
々
】
河
本
幸
生･

河
本
行
弘

【
動　

木
】
山
中
正
史･

芝
崎
和

好･

橋
本
由
平

【
小　

畑
】
青　

稔･

菊
本
邦
夫

･

岩
橋
環

【
小　

川
】
馬
場
田
泰
明･

田
尻

昭
人･

上
芝
邦
子

【
志
賀
野
】
中
谷
英
幸･

加
藤
朗
子

【
柴　

目
】
大
西
孝
和

【
長　

谷
】
奈
須
正･

西
浦
充
生

【
吉　

野
】
中
西
康
之

【
吉　

見
】
前
坊
雅
俊

【
海
南
鋼
管
】
福
島
均

【　

平　

】
東　

武･

若
林
勇
紀

【
希
望
ヶ
丘
】
西
峯
賀
世
子

【
緑
ヶ
丘
】
久
保
章
雄･

箸
尾
三

千
明

【
長
谷
毛
原
】
森
下
誠

【
上
神
野
】
小
壺
醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎
光
子

【
国　

吉
】
柳
美
登

【
真　

国
】
坂
明
雄

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】

曲
谷
明
音
（
野
小
２
年
）

【
３
０
０
冊
】

九
十
九
み
ん
と
（
下
小
１
年
）

【
４
０
０
冊
】

岡
本
幸
大
（
第
一
保
）

穂
谷
早
輝
（
第
二
保
）

【
６
０
０
冊
】

岡
本
知
紘
（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
満
月
の
道
」　
　

宮
本
輝
･
著

「
お
守
り
幸
せ
手
帖
」　

瀬
戸
内
寂
聴
･
著

「
１
つ
作
っ
て
×
３
世
代
お
か
ず
」

　
　
　
　
　
　
　

舘
野
鏡
子
･
著

「
叱
る
よ
り
聞
く
で
う
ま
く
い
く

子
ど
も
の
コ
ー
チ
ン
グ
」　
　
　

　
　
　
　
　
　

和
久
田
ミ
カ
･
著

「
さ
る
・
る
る
る
・
る
」　

五
味
太
郎
･
作

「
く
ま
モ
ン
の
お
行
儀
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

　
　
　
　
　
　

日
本
文
芸
社
･
編

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
村
上
海
賊
の
娘　

上
・
下
」

和
田
竜
･
著

「
女
の
い
な
い
男
た
ち
」

村
上
春
樹
･
著

「
約
束
の
海
」　

山
崎
豊
子
･
著

「
い
ち
ば
ん
簡
単
な
手
作
り
燻
製

レ
シ
ピ
」　
　
　

黒
田
民
子
･
著

「
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
手
が
か
か

る
ゾ
ウ
」　
　
　

北
村
直
子
･
作

26

願いがかなうといいね！

健康テニス同好会（HTL）の皆さんと！！
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み
さ
と
天
文
台
情
報

来
台
御
礼 

大
型
連
休
の
天
文
台

連
休
前
半
に
は
、神
谷
洋
子（
神

野
保
育
所
の
前
所
長
）
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
お
招
き
し
、
未
就
学
児
童

を
対
象
に
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
雨
で
し
た
が
、
26
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
半
数
が
紀
美

野
町
内
の
方
で
し
た
。

連
休
後
半
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
と
立
体
映
像
の
上
映
を
毎
日
２

回
ず
つ
行
い
、
４
日
間
で
合
計

４
９
３
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
夜

の
観
望
会
で
も
天
気
の
良
か
っ
た

日
に
は
二
日
間
で
合
計
２
０
８
名

の
方
に
望
遠
鏡
で
星
を
覗
い
て
頂

け
ま
し
た
。

大
勢
の
方
に
お
越
し
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
９
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
大
会
剣
道
交

流
大
会
結
果

６
月
８
日
（
日
）
野
上
中
学
校

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
剣
道
交

流
大
会
に
お
い
て
生
石
剣
道
ク
ラ

ブ
が
健
闘
し
、
見
事
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

【
小
学
５
年
・
６
年
生
個
人
の
部
】

３　

位　

小
田
大
地

【
中
学
生
男
子
個
人
の
部
】

優　

勝　

上
中
虹
輝

【
中
学
生
女
子
個
人
の
部
】

優　

勝　

小
田
愛
実

【
小
学
生
団
体
の
部
】

３　

位　

小
田
大
地
・
奥
紘

雅
・
塚
田
進
介

【
中
学
生
団
体
の
部
】

優　

勝　

小
田
愛
実
・
松
本
彩

香
・
上
中
虹
輝

高
取
町
・
紀
美
野
町
交
流
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
結
果

６
月
６
日
（
金
）
奈
良
県
高
取

町
と
紀
美
野
町
の
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

大
会
が
高
取
町
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
ぶ
り
の
交
流
と
な
り
高

取
町
の
選
手
の
方
と
当
町
の
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
楽
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
数

字
は
ス
コ
ア
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

野
口
勝
也（
高
取
町
）47

準
優
勝　

南
條
俊
樹（
紀
美
野
町
）49

３　

位　

萩　

圭
弘（
紀
美
野
町
）50

【
女
子
の
部
】

優　

勝　
妹
背
ト
ミ
コ（
紀
美
野
町
）55

準
優
勝　

東　

潤
子（
紀
美
野
町
）55

３　

位　
中
谷
多
加
子（
紀
美
野
町
）55

※
同
打
数
は
隠
し
ホ
ー
ル
に
よ
る

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
九
十
六

「
長
谷
宮
（
は
せ
宮
）
地
域
の

道
路
と
交
通
」
そ
の
一

明
治
初
期
の
こ
ろ
は
、荷
車（
大

八
車
）
以
外
は
、
車
と
い
う
も
の

は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
ど
こ
へ
行
く

に
も
徒
歩
で
、
急
病
人
が
出
れ
ば

駕
籠
で
運
ぶ
ほ
か
な
く
、
荷
物
の

運
搬
は
人
馬
に
頼
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
長
谷
か
ら
和
歌
山
ま

で
車
で
１
時
間
あ
ま
り
、
大
阪
や

京
都
、
東
京
ま
で
も
が
日
帰
り
が

可
能
な
時
代
で
す
。
百
数
十
年
前

の
人
た
ち
が
冥
土
か
ら
出
て
き
た

ら
、
さ
ぞ
び
っ
く
り
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

明
治
６
年
の
長
谷
３
ヶ
村
に
よ

る
「
道ど

う
ち
ゅ
う
つ
じ
と
り
し
ら
べ
か
き
あ
げ
ち
ょ
う

中
筋
取
調
書
上
帳
」
に
よ

れ
ば
、
和
歌
山
城
よ
り
宮
村
（
現

長
谷
小
学
校
）
ま
で
、
距
離
九
里

八
丁
（
約
37
キ
ロ
）
と
あ
り
ま
す
、

そ
し
て
、
高
野
山
街
道
（
現
海
南

高
野
線
）
は
道
巾
四
尺
（
1.2
メ
ー

ト
ル
）
と
あ
り
、
ほ
か
に
間
道
と

し
て
宮
村
よ
り
は
梁や

な
せ
み
ち

瀬
道
（
柳
生

谷
）、
勝
谷
道
（
高
城
谷
）、
丹
生

神
社
の
前
か
ら
麻お

生う

津づ

道
、
馬
場

村
か
ら
細
野
村
道
（
山
本
谷
）、

谷
口
村
か
ら
梁
瀬
村
道
（
狼
谷
）

は
道
巾
二
尺
（
0.6
メ
ー
ト
ル
）
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
近
隣
の

村
へ
多
く
の
道
路
が
通
じ
、
長
谷

は
こ
れ
ら
の
街
道
の
交
点
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
長
谷

地
区
に
は
こ
う
し
た
旅
人
の
宿
舎

が
14
軒
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
古
道
は
、
人
や
牛

馬
が
歩
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
勾
配
よ
り
も
距
離
を
短
く

す
る
よ
う
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
、「
す
ね
を
か
む
」
急
坂
や

急
な
曲
が
り
角
な
ど
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
距
離
は
、
和
歌
山
城

ま
で
を
例
に
と
れ
ば
、
現
在
の
国

道
に
比
べ
て
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
短
い
も
の
で
し
た
。
さ
て
、
こ

の
古
道
に
つ
い
て
、
次
回
の
９
月

号
で
、
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ー　わが町サークル　ー
「ＩＣＴクラブ」

私たちは、日常生活、趣味、事業活動
をより良く行うためのＩＣＴスキルを学
ぶ集団です。町内外の会員で構成され、
現在6名で楽しく学んでいます。

具体的には、名刺・年賀・ポスター・
ポップ・ＤＶＤ・映像加工・ホームペー
ジ・ＬＡＮ・サーバー構築・ライブ放送
局・ネットショップ等の作成・構築・運
営活動をしています。

また、ホームページやフェイスブック
で紀美野町内の情報も発信しています。
自分でポスターやホームページを制作
し、趣味、店舗、特産品販売できる会員
さんが育ってきました。

■日時　第２・４水曜日
　１９時３０分～２１時

■場所　中央公民館会議室
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  学校だより
　『郡大会応援お願いします』
	 紀美野町立野上中学校
1学期前半には、たくさんの学校行事がありまし
た。3年生は東京へ2泊3日の「修学旅行」、2年生
は3日間の職場体験「わくわくワーク」、1年生は1
泊2日の「宿泊研修」と各学年ともに大きな行事を
乗り越え、また一つたくましくなりました。
1学期後半、運動部にとっての大きなイベントは、
夏の海草地方大会(郡大会)です。日程・会場につい
ては、ソフトテニス部は7月12日(土)・13日(日)に
東部テニスコートで、それ以外のクラブは、7月
19日(土)・20日(日)に行われます。会場は、農村グ
ランド(野球部)、紀三井寺陸上競技場(陸上競技部)、
海南市民運動場(サッカー部)、海南市総合体育館(バ
スケットボール部)、野上中学校(バレーボール部)と
なっております。3年生にとっては最後の大会にな
りますので、皆様の応援をよろしくお願いします。
なお、吹奏楽部は8月4日(月)に県民文化会館で県
吹奏楽コンクールに出場します。科学美術部は、毎
月お年寄りへのメッセージカードを作成したり、色
塗りボランティアをしています。

歌
　
の
　
小
　
道

歯
の
疼う

ず

き
抱
へ
卯
の
花
腐く

た

し
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

白
靴
の
爪
先
揃
ひ
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

ト
レ
モ
ロ
の
や
う
に
舞
ひ
降
り
竹
落
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

手
土
産
は
軽
す
ぎ
た
か
も
花
蜜み

か
ん柑

　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

手
遊
び
の
父
の
残
せ
し
釣つ

り
し
の
ぶ忍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

田
植
機
が
道
を
塞ふ

さ

ぎ
て
誰
も
ゐ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

名
園
の
松
の
芯し

ん

愛め

で
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

親
と
い
ふ
傘
を
無
く
せ
り
梅
雨
し
と
ど
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

尺
取
の
塀
の
長
さ
を
測
り
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

萎な

え
ゆ
け
る
里
に
点
せ
る
初
蛍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

ま
な
先
は
紀
淡
海
峡
・
友
が
島

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
四
国
霞
み
て
遠
し
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

芝
庭
の
一い

ち
ぐ
う隅

白
き
十
文
字
の

　
　
　
　
　
花
の
群
生
蜂
が
来
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

加
太
の
入
江
へ
卯
月
の
潮
を
わ
け
て
航ゆ

く

　
　
　
　
　
漁
り
の
船
は
小こ

う

な

ご

女
子
積
む
や
　
　
　
　
　
　
山
本
綾
子

ハ
ァ
ー
ハ
ァ
ー
と
息
吹
き
か
け
て
暖
を
と
る

　
　
　
　
　
赤
く
凍し

み
た
る
双
の
指
先
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

生
垣
の
緑
も
映
え
て
五さ

つ
き月
咲
き

　
　
　
　
　
色
も
鮮
や
か
支
所
の
庭
園
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

雨
降
り
で
嫁
の
手
作
り
か
し
わ
餅

　
　
　
　
　
孫
へ
の
思
い
話
し
合
う
午
後
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

そ
び
え
立
つ
木
々
の
間は

ざ
ま

に
佇た

た
づ

め
ば

　
　
　
　
　
し
み
と
お
り
来
る
う
ぐ
い
す
の
声
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

大
杉
の
秀ほ

に
絡か

ら

ま
り
て
咲
く
藤
を

　
　
　
　
　
遠
く
望
め
る
こ
の
位
置
よ
ろ
し
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

主
な
き
庭
の
水
仙
咲
き
乱
れ

　
　
　
　
　
匂
い
み
つ
る
も
春
ま
だ
遠
く
　
　
　
　
　
　
松
本
久
子

話
す
だ
け
話
し
即
座
に
去
り
し
客

　
　
　
　
　
出
し
た
お
茶
を
も
な
か
ば
残
し
て
　
　
　
笹
田
美
代
子

  天文台だより
　『7 月の天文教室
　　国立天文台 若手研究者による研究紹介』
国立天文台で活躍されている若手研究者に、ご自
身の研究について、また研究の進め方や研究生活に
ついてお話を伺います。
■日時 ７月21日（月・祝）14時～（約１時間半）
■場所 みさと天文台月の館
◇樋口 祐一 (天文データセンター）
「すばる望遠鏡で迫る暗黒物質
・暗黒エネルギーの正体」
　地球上にある物質と同様の物質
は宇宙にはわずかしか存在しませ
ん。宇宙の大部分は「暗黒エネル
ギー」と「暗黒物質」と呼ばれる正体不明のもの
で占められています。本講演ではすばる望遠鏡と
重力レンズ効果を用いて暗黒物質を直接捉えるこ
とで、観測的にこれらの正体に迫ろうという最新
の研究を紹介します。
◇吉田 鉄生 (天文データセンター）
「見える光と見えない光
～宇宙は光で満ちている～」
　夜空にはたくさんの星や天の川
が見えますが、目に見えるものが
宇宙の全てなのでしょうか？いい
え宇宙は目で見ることができない光で満ち溢れて
いるのです。本講演では、私たちの目には見えな
い光で見た宇宙の姿をお見せします。また、私の
研究テーマであるブラックホールが出す光につい
てもお話しします。
■備考 申込不要、参加無料
■問い合わせ
みさと天文台（矢動丸）文化センター（小澤）
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職
場
体
験
学
習
を

　
　
　
　
　
　

終
え
て

５
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
、

野
上
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
３

名
（
和
久
谷
智
広
く
ん
、
西
上
幸

希
く
ん
、
中
原
伊
吹
く
ん
）
が
職

場
体
験
学
習
の
た
め
消
防
署
に
て
、

放
水
・
救
急
・
救
助
訓
練
等
の
仕

事
を
体
験
し
、
防
火
意
識
の
高
揚

と
救
命
活
動
に
対
す
る
正
し
い
認

識
を
深
め
ま
し
た
。

放
水
訓
練
で
は
重
い
防
火
服
を

着
装
し
、
消
防
車
両
に
乗
り
込
み

本
番
さ
な
が
ら
に
、
ホ
ー
ス
延
長

し
実
際
に
水
を
飛
ば
し
て
消
火
活

動
を
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

救
急
訓
練
で
は
救
急
車
の
車
内

見
学
や
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
、
心
肺
蘇
生
法
の
必
要
性
と
実

技
を
学
び
ま
し
た
。

救
助
訓
練
で
は
ロ
ー
プ
結
索
訓

練
や
高
所
を
ロ
ー
プ
で
渡
る
渡
過

訓
練
等
を
体
験
し
、
初
め
て
の
経

験
に
も
か
か
わ
ら
ず
み
ん
な
渡
り

き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
達
は
た
く
さ
ん
の
汗
を
か

き
な
が
ら
一
生
懸
命
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

台
風
に
対
す
る
備
え

今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。
台
風
は
地
震
と
は
違
い
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
事
前
の

情
報
を
知
り
、
備
え
る
こ
と
に
よ

り
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

台
風
は
最
大
風
速
が
約
17
ｍ
／

Ｓ
以
上
の
巨
大
な
空
気
の
渦
巻
き

で
、
地
上
付
近
で
は
反
時
計
回
り

に
強
い
風
が
中
心
に
向
か
っ
て
吹

き
込
み
ま
す
。
平
均
風
速
15
～
20

ｍ
／
Ｓ
の
風
が
吹
く
と
、
歩
行
者

が
転
倒
し
た
り
、
高
速
道
路
で
の

車
の
運
転
に
支
障
が
出
始
め
、
さ

ら
に
強
く
な
る
と
建
物
の
損
壊
、

農
作
物
の
被
害
、
交
通
障
害
な
ど

社
会
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
ま
た
、
風
で
飛
ば
さ
れ
て

き
た
も
の
で
電
線
が
切
れ
て
停
電

し
た
り
、
最
大
風
速
が
40
ｍ
／
Ｓ

を
超
え
る
と
電
柱
が
倒
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
で
き
る　
　

　
　
　
　

台
風
対
策

①
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
事
前
の
情

報
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
お
く
。

②
身
近
な
避
難
場
所
や
経
路
な
ど

を
、
事
前
に
決
め
て
お
く
。

③
倒
れ
そ
う
な
建
物
や
樹
木
は
支

柱
な
ど
で
補
強
し
て
お
く
。

④
煙
突
や
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
針

金
で
補
強
し
て
お
く
。

⑤
家
の
周
囲
に
水
が
溜
ま
ら
な
い

よ
う
に
排
水
を
よ
く
す
る
。

※
ど
の
よ
う
な
台
風
で
も
油
断
せ

ず
し
っ
か
り
と
対
策
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

　

こ
と

■
講
習
時
間

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

７
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

左から和久谷くん、西上くん、中原くん中原くん

西上くん 和久谷くん

５月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 34（　） 34（　）
一 般 負 傷 ６（１） ６（１）
交 通 事 故 ７（３） ７（３）

４（　） ４（　）そ の 他
合 計 51（４） 51（４）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
８
月
10
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
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梅雨はうっとうしいものですが、この時期は紫陽花を見

ているのが一つの楽しみであります。梅雨の時期こそ、努

めて爽やかな気分でいたいものですね。

さて、これから夏に向け、あっさりしたものが食事の定

番になってしまうものですが、喉通りが良くても食事のバ

ランスが崩れると体が不調になってしまいます。「バラン

スのとれた食事とは？」と考えてみると又、難しくなって

しまうので、色んな種類のものを食べてみることから始め

てみましょう。今回は元気の出るお肉を使った「常備おか

ず」をご紹介します。

牛肉のしぐれ煮

（材料）　　
　　　牛切り落とし肉　　３００ｇ
　　　生姜　　　１５ｇ
　　　　　　　　　水　１カップ
　　　　　　Ａ　　砂糖　　大さじ３と１/２
　　　　　　　　　醤油　　大さじ３
　　　　　　　　　酒　　　１/２カップ　　
（作り方）

１、生姜はせん切り、牛肉は食べやすい大きさに切
る。

２、鍋にＡを煮立てて（１）を入れ、強めの中火でほ
ぐしながら煮、アクが出たら取り除き、落とし蓋
をして弱めの中火にし、殆ど煮汁がなくなるまで
煮る。

＊日持ちは冷蔵庫で５日くらいです、少し濃いめの味
付けなので、調味料の量を好みで調整してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第49回）

　１等　　　４億円×２６本
　　（発売総額７８０億円・２６ユニットの場合）
　前後賞各  １億円×５２本
　　（発売総額７８０億円・２６ユニットの場合）
『サマージャンボミニ６０００万と同時発売。』
　１等　６，０００万円×９０本
　　（発売総額２７０億円・９ユニットの場合）

＊発売期間　７月４日（金）～７月２５日（金）
＊抽せん日は８月５日（火）
　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいま
ちづくりに使われます。

 （公財）和歌山県市町村振興協会

『今年のサマージャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて６億円。』

編 集 後 記
７月、いよいよ夏本番を迎えます。
11日には夏の高校野球和歌山大会が開幕し、そして、19日

（土）から23日（水）まで紀の国わかやま国体リハーサル大会
（2014度全日本社会人ホッケー選手権大会）が紀美野町スポー
ツ公園で開かれます。ぜひ日本のトップ選手のプレーを楽しんでく
ださい。　
皆さん、熱中症に注意し、この夏を楽しく過ごしてください。
なお、梅雨末期は集中豪雨が発生しやすく警戒が必要です。

紀美野町の人口

（平成26年5月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,965人
 …………　男　 4,638人
 …………　女　 5,327人
 …………数帯世 4,516世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

4日（金）11:00 〜 犬・ねこの飼い方講習会【１３日(日)・２７日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

5日（土）18:30 〜 町民大学講座・人権研修会 中央公民館 生涯学習課 489－5915

　 9日（水）・25日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

13日（日）16:00 ～ りらフェスティバル りら創造芸術高等専修学校 りら創造芸術高等専修学校 497－9111

17日（木）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

19日（土） 9:00 ～ 全日本社会人ホッケー選手権大会【～２３日（水）】 スポーツ公園 国体推進課 489－2700

〃 13:30 ～ 移動じどうかん 中央公民館 青少年センター 489－5909

21日（月・祝）14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

７月
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■
開
催
日　

　

平
成
26
年

　

８
月
15
日
（
金
）

■
開
催
場
所　

　

木
の
温
も
り
広
場

紀
美
野
町
神
野
市

場
２
１
７
番
地

（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
・
下
神
野
小
学

校
隣
）

■
事
務
局　

紀
美
野
町
商
工
会 

　

℡
４
８
９
‐
３
２
６
０

※
き
み
の
夏
祭
り
に
出
演
・
出
店

を
希
望
す
る
紀
美
野
町
内
の
方

（
団
体
等
に
限
る
）
は
、
７
月

11
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
出
演
・
出
店
希
望
者
多
数

等
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

調
整
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
の
出
演
・
出
店
団
体
を
優
先

い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

が
た
ろ
大
作
戦
と
は
、
貴
志
川

の
水
辺
や
水
中
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ

な
ど
を
拾
っ
て
、
貴
志
川
を
美
し

く
し
よ
う
と
す
る
活
動
で
す
。
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
濡
れ
た
り
、
汚

れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
対
応
で
き

る
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
３
日
（
日
）

当
日
悪
天
候（
川
の
増
水
含
む
）

の
場
合
は
中
止
（
延
期
は
し
ま

せ
ん
）

９
時
～
11
時
30
分
ま
で

受　

付　

８
時
40
分
～

開
会
式　

９
時
～

（
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
）

■
場
所　

次
の
場
所
へ
集
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

開
会
式
終
了
後
、
ス
タ
ッ
フ
が

各
清
掃
場
所
に
向
か
い
ま
す
。

軍
手
、
ご
み
袋
等
は
ス
タ
ッ
フ

が
持
参
し
ま
す
。

○
吉　

野　
　

小
川
橋
下
河
原

○
下
佐
　々
　

こ
ど
も
広
場

○
平
、
吉
見　

吉
見
橋
下
河
原

○
動　

木　
　

龍
光
寺
橋
詰

○
小　

畑　
　

さ
ん
ま
い
河
原

■
そ
の
他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
７

月
25
日
（
金
）
ま
で
に
紀
美
野

町
教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

　平成26年わかやま夏の交通安全運動
運動期間　7月11日（金）から7月20日（日）までの10日間
平成26年度交通安全年間スローガン　最優秀作品
運転手　飲ませないのが　おもてなし

運動重点
　⑴高齢者と子どもの交通事故防止
　⑵飲酒運転の根絶
　⑶シートベルトの全ての座席での着用とチャイルド

シートの正しい着用の徹底

（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
０
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
当
日
、
清
掃
終
了
後
、
下
佐
々

こ
ど
も
広
場
で
焼
そ
ば
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。
が
た
ろ
大

作
戦
に
参
加
し
て
く
れ
た
人
は
、

下
佐
々
こ
ど
も
広
場
へ
来
て
く

だ
さ
い
。

③
お
問
い
合
わ
せ
は
、
紀
美
野
町

教
育
委
員
会　

総
務
学
事
課
ま

で
。

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

共
催　

野
上
の
す
て
き
な
ゴ
ミ
仲

間

後
援　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教

育
委
員
会

　
き
み
の
夏
祭
り
の
日
程
と

出
演
・
出
店
募
集
の
ご
案
内　

広　告

今
年
も
み
ん
な
で
協
力

  
が
た
ろ
大
作
戦
で
貴
志
川
を
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
！ 

　
　
　
　
　
が
た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
川
掃
除
）
に
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

★ 

日
程
・
開
催
場
所
が
決
ま
り
ま
し
た
。
☆

昨年の川のそうじより


